
 

第２回 資料② 
幼保小架け橋プログラム主な概要 

【経過】 

○ 文部科学省 中央教育審議会において「令和の日本型学校教育」を目指し、

質の高い学びに向けた取組を推進中 
 
○ 幼稚園・保育所・認定こども園といった施設類型を問わず、幼児教育の質的

向上と小学校教育との円滑な接続を図り、接続期の教育を充実する必要 
 
○ 平成２９年に公示された幼稚園教育要領等や小学校学習指導要領では、持

続可能な社会の創り手として必要な資質・能力の育成や、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」の明確化など、学校種や施設類型を越えて子供の成長を

支える手掛かりを共通に整理 
 
○ 幼児教育の質的向上及び小学校との円滑な接続について専門的な調査審議

を行うため、中央教育審議会初等中等教育分科会の下に、「幼児教育と小学校

教育の架け橋特別委員会」を設置（令和３年７月８日）。 
 
○ 文部科学省が「幼保小架け橋プログラムの手引き（初版）」及び「幼保小の

架け橋プログラムの実施に向けての手引きの参考資料（初版）」を策定 
 
「幼保小の架け橋プログラム」については、子供に関わる大人が立場の違いを

越えて自分事として連携・協働し、幼保小の架け橋期（０～１８歳の学びの連

続性に配慮しつつ、５歳児～小学校１年生の２年間を対象）にふさわしい主体

的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての

子供に学びや生活の基盤を育めるようにすることを目指すもの 

 

【架け橋プログラムのねらい】 

〇 幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校1

年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育と小学校教育の関係者

が連携して、カリキュラム・教育方法の充実・改善にあたることを推進 

○ ３要領・指針、特に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の正しい理

解を促し、教育方法の改善に生かしていくことができる手立てを普及 

〇 架け橋期に園の先生が行っている環境の構成や子供への関わり方に関する

工夫を見える化し、家庭や地域にも普及 

〇 幼児期・架け橋期の教育の質保障のための枠組みを構築し、データに基づく

カリキュラム・教育方法の改善を促進 

 

＜参考＞  
 ・中央教育審議会幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会－審議経過報告－  
 ・幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版） 


